
問

藤
島
地
域
の
義
務
教

育
学
校
に
つ
い
て
、
令
和

年
度
新
校
舎
供
用
ま
で

14の

年
度
か
ら
の
３
年
間

11
は
、
既
存
の
藤
島
小
と
藤

島
中
学
校
の
校
舎
を
利
用

す
る
と
し
て
い
る
。

整
備
検
討
委
員
会
で
４

・
３
・
２
制
の
意
見
が
出

さ
れ
、
そ
の
場
合
６
年
生

の
卒
業
式
と
中
学
入
学
式

は
ど
う
な
る
の
か
。

教
育
長

新
庄
市
の
萩
野

学
園
や
明
倫
学
園
で
は
、

６
年
生
の
卒
業
式
や
中
学

校
の
入
学
式
は
行
わ
ず
、

小
学
校
課
程
に
当
た
る
前

期
課
程
の
６
年
修
了
式
に

修
了
証
を
授
与
し
て
い

る
。明

倫
学
園
で
は
、
中
学

校
課
程
に
相
当
す
る
後
期

課
程
が
始
ま
る
７
年
生
の

初
め
に
、
８
年
生
と
の
夢

交
流
と
い
っ
た
独
自
の
行

事
を
実
施
し
て
い
る
。

藤
島
地
域
の
義
務
教
育

学
校
に
お
い
て
も
、
子
ど

も
た
ち
が
自
ら
の
成
長
を

実
感
し
、
気
持
ち
を
新
た

に
で
き
る
よ
う
な
行
事
が

実
施
さ
れ
る
よ
う
検
討
し

て
い
く
。

問

小
学
校
と
中
学
校
の

校
舎
が
別
々
な
ら
、
６
年

生
は
最
上
級
生
を
経
験

し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が

発
揮
さ
れ
や
す
い
が
、
一

貫
校
だ
と
連
続
性
が
重
視

さ
れ
、
７
年
生
を
中
期
の

リ
ー
ダ
ー
に
育
て
る
難
し

さ
が
あ
る
が
。

教
育
長

仮
に
学
年
の
区

切
り
を
４
・
３
・
２
制
に

し
た
場
合
に
は
、
４
年
生

・
７
年
生
・
９
年
生
が
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

例
え
ば
新
庄
市
の
明
倫

学
園
で
は
、
運
動
会
の
応

援
合
戦
を
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と

に
実
施
し
、
４
年
生
・
７

年
生
・
９
年
生
が
下
の
学

年
を
リ
ー
ド
し
な
が
ら
練

習
と
発
表
を
行
っ
て
お

り
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
す
る
学
年
を
設
定
し
て

い
る
。

校
舎
が
別
で
あ
っ
て

も
、
藤
島
小
学
校
と
藤
島

中
学
校
は
近
い
こ
と
か

ら
、
４
・
３
・
２
制
を
取

り
入
れ
て
７
年
生
の
リ
ー

ダ
ー
性
を
育
成
す
る
こ
と

は
で
き
る
。

ま
た
、
中
学
校
教
員
に

よ
る
乗
り
入
れ
授
業
や
、

縦
割
り
で
の
交
流
活
動
を

実
施
す
る
な
ど
、
４
・
３

・
２
制
の
区
分
で
教
育
課

程
を
編
成
す
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。
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新つるおかHP

３
月
５
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
一
般
質
問
で
、

日
本
共
産
党
の
加
藤
鉱
一
議
員
は
、
①
藤
島
地
域
の
義

務
教
育
学
校
に
つ
い
て
、
取
り
上
げ
ま
し
た
。

６
年
生
の
卒
業
式
と
入
学
式
は

政
府
は
米
の
安
定
供
給
の
責
任
果
た
せ

▽
県
農
民
連
が

２
月
定
例
議
会

に
提
出
し
た
請

願
に
つ
い
て
の

私
の
討
論
の
趣

旨
を
改
め
て
紹
介
し
ま
す
。

請
願
は
、
政
府
が
狙
う
「
主
要
食
糧

の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に
関
す
る
法

律
改
正
」
が
生
産
者
・
国
民
に
重
大
な

影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
事
か
ら
、

議
会
が
政
府
・
関
係
機
関
に
意
見
書
を

提
出
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
。

政
府
は
「
需
要
に
応
じ
た
生
産
」
で

生
産
者
の
米
価
を
確
保
す
る
と
言
っ
て

き
た
が
、
需
要
は
経
済
社
会
の
変
動
に

よ
っ
て
大
き
く
上
下
し
、
１
年
後
の
状

況
を
正
確
に
見
定
め
る
事
等
は
困
難
。

生
産
量
も
、
自
然
を
相
手
に
す
る
米
づ

く
り
に
お
い
て
は
変
動
が
避
け
ら
れ

ず
、
特
に
近
年
は
異
常
高
温
、
水
害
等

が
頻
発
。
昨
年
一
昨
年
と
政
府
の
需
給

見
通
し
の
誤
り
に
よ
っ
て
米
価
が
高
騰

し
た
が
、
今
年
は
暴
落
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
政
策
の
結
果
、
生
産

者
の
所
得
は
「
時
給

円
」
ま
で
転
落
。

10

本
県
で
も
基
幹
的
従
事
者
数
は

年
間

25

で
半
減
し
、
６
割
が

歳
以
上
と
い
う

70

危
機
的
状
況
に
至
っ
た
。
在
庫
を
抱
え

た
卸
等
の
業
者
は
１
俵
１
万
円
以
上
値

段
を
下
げ
て
投
げ
売
り
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
。
被
害
は
甚
大
で
あ
り
、
生

産
者
に
大
き
な
不
安
を
与
え
て
い
る
。

米
を
安
定
供
給
し
、
生
産
者
に
再
生

産
可
能
な
米
価
を
保
障
す
る
た
め
に

は
、
政
府
が
所
得
保
障
、
価
格
補
償
と
、

ゆ
と
り
あ
る
米
需
給
計
画
の
下
に
生
産

拡
大
を
図
り
、
備
蓄
で
需
給
調
整
を
お

こ
な
う
事
が
必
要
。
以
上
の
事
か
ら
請

願
の
採
択
を
主
張
し
ま
し
た
が
、
共
産

党
県
議
団
以
外
全
員
が
反
対
。
し
か
も

討
論
も
無
し
と
は
無
責
任
。

（
県
議

関

徹
）

問

北
海
道
北
見
市
と
北

海
道
月
形
町
は
、
財
政
悪

化
と
建
設
費
の
大
幅
な
上

昇
か
ら
、
義
務
教
育
学
校

設
置
を
中
断
し
た
。

大
阪
府
岸
和
田
市
も
、

小
中
一
貫
校
の
新
設
検
討

を
中
止
し
、
岡
山
県
笠
岡

市
は
、
小
中
一
貫
校
の
整

備
を
凍
結
。
茨
城
県
結
城

市
で
は
、
小
学
校
５
校
を

統
合
す
る
小
中
一
貫
校
計

画
が
、
令
和
７
年
９
月
議

会
で
否
決
し
た
。

山
形
県
の
河
北
町
議
会

は
、
小
中
一
貫
校
概
算
事

業
費
１
１
１
億
４
千
万
円

の
財
政
影
響
を
懸
念
し
、

再
検
討
を
要
求
し
て
い

る
。義

務
教
育
学
校
整
備
費

用
の
想
定
は
１
１
０
億
か

ら
１
３
０
億
円
と
巨
額
で

あ
り
、
市
の
実
質
負
担
額

は
ど
の
程
度
に
な
る
か
。

教
育
長

義
務
教
育
学
校

の
整
備
は
、
国
庫
補
助
金
、

地
方
債
、
一
般
財
源
を
組

み
合
わ
せ
て
対
応
す
る
。

国
庫
補
助
金
は
、
文
部

科
学
省
の
学
校
施
設
環
境

改
善
交
付
金
を
活
用
し
、

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の

１
が
算
定
割
合
で
、
施
設

複
合
化
の
条
件
を
満
た
せ

ば
２
分
の
１
と
な
る
。

地
方
債
は
、
過
疎
対
策

事
業
債
の
活
用
も
可
能

で
、
元
利
償
還
金
の

％
70

が
交
付
税
措
置
さ
れ
、
実

質
的
な
市
負
担
の
大
幅
な

軽
減
が
期
待
で
き
る
。

な
お
、
朝
暘
第
五
小
学

校
の
改
築
工
事
で
は
、
市

の
負
担
割
合
が
約
４
割
と

な
っ
て
い
る
。

財
政
難
か
ら
中
止
も

中
学
校
改
築
だ
け
と
の
比
較
は

問

出
生
数
が
藤
島
で
は

人
以
下
が
続
け
ば
、
令

30

和

年
度
は
全
て
９
学
年

21
で
９
学
級
に
な
る
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）



（
１
面
の
つ
づ
き
）

も
し
中
学
校
改
築
だ
け

な
ら
、
余
る
の
は
３
ク
ラ

ス
だ
け
だ
が
、
義
務
教
育

学
校
９
年
制
は
９
ク
ラ
ス

が
余
り
、
児
童
数
が
減
っ

て
も
維
持
管
理
費
は
高
額

の
ま
ま
と
な
り
、
公
共
施

設
の
長
寿
命
化
計
画
で
将

来
負
担
も
懸
念
さ
れ
る
。

中
学
校
改
築
だ
け
の
場

合
と
の
比
較
は
ど
う
か
。

教
育
長

竣
工
時
の
義
務

教
育
学
校
で
は
、
通
常
学

級

学
級
、
特
別
支
援
学

15
級
４
学
級
の
計

学
級
と

19

な
る
見
込
み
だ
。

将
来
的
に
６
学
級
分
の

余
裕
教
室
が
生
じ
る
可
能

性
も
あ
る
が
、
特
別
教
室
、

習
熟
度
別
指
導
教
室
、
特

別
支
援
学
級
の
教
室
、
地

域
開
放
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、

多
様
な
教
育
活
動
や
地
域

連
携
の
場
と
し
て
積
極
的

に
活
用
し
て
い
く
。

コ
ス
ト
面
で
の
比
較

は
、
中
学
校
改
築
の
み
の

場
合
、
初
期
投
資
は
抑
え

ら
れ
る
が
、
小
学
校
の
老

朽
化
対
応
が
必
要
と
な

り
、
維
持
管
理
経
費
も
継

続
す
る
。

小
学
校
の
建
物
が
築
40

年
以
上
経
過
し
、

年
以

20

内
に
順
次
建
て
替
え
も
必

要
と
な
る
。

一
方
、
義
務
教
育
学
校

の
場
合
、
初
期
投
資
は
大

き
く
な
る
が
、
小
中
一
体

整
備
に
よ
り
重
複
投
資
を

回
避
で
き
、
施
設
集
約
に

よ
る
光
熱
費
や
管
理
費
も

含
め
た
長
期
的
な
全
体
コ

ス
ト
の
比
較
で
は
、

億
10

円
か
ら

億
円
程
度
の
削

25

減
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

最
良
の
教
育
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
を
第
一
と
し
な

が
ら
、
将
来
世
代
へ
の
過

度
な
財
政
負
担
を
避
け
る

と
い
う
両
面
か
ら
、
引
き

続
き
検
討
を
進
め
て
い

く
。

鶴岡市の地域別子どもの数　（2026年3月31日）

０歳 １歳２歳３歳４歳５歳 ６歳７歳８歳９歳10歳11歳 12歳13歳14歳

鶴岡

男 201 202 221 243 270 253 297 302 277 290 345 310 338 329 371

女 193 203 220 250 251 262 268 294 291 310 335 344 348 332 369

計 394 405 441 493 521 515 565 596 568 600 680 654 686 661 740

藤島

男 18 15 26 27 31 18 23 26 28 31 28 28 34 34 30

女 12 17 18 18 27 18 31 26 29 26 38 36 32 37 35

計 30 32 44 45 58 36 54 52 57 57 66 64 66 71 65

羽黒

男 4 17 20 18 17 15 31 23 25 25 34 30 31 26 36

女 8 10 10 27 12 18 23 18 24 27 26 19 24 29 36

計 12 27 30 45 29 33 54 41 49 52 60 49 55 55 72

櫛引

男 11 10 8 10 12 25 19 22 37 29 26 17 28 26 33

女 9 14 10 24 15 12 21 15 21 24 33 22 32 26 20

計 20 24 18 34 27 37 40 37 58 53 59 39 60 52 53

朝日

男 2 7 5 7 6 9 6 4 5 11 11 8 11 13 11

女 10 6 7 4 6 3 4 6 7 8 10 10 6 5 11

計 12 13 12 11 12 12 10 10 12 19 21 18 17 18 22

温海

男 7 3 8 8 13 10 8 10 6 13 14 11 18 16 15

女 3 6 7 7 10 13 4 11 11 13 9 12 15 20 19

計 10 9 15 15 23 23 12 21 17 26 23 23 33 36 34

合計

男 243 254 288 313 349 330 384 387 378 399 458 404 460 444 496

女 235 256 272 330 321 326 351 370 383 408 451 443 457 449 490

計 478 510 560 643 670 656 735 757 761 807 909 847 917 893 986

入
さ
れ
て
か
ら

年
目
の

37

節
目
で
あ
り
、
全
国
で
の

行
動
に
連
帯
し
た
も
の
で

す
。５

団
体
６
人
が
参
加

し
、
約
１
時
間
の
行
動
で

人
か
ら
署
名
が
寄
せ
ら

71れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
菅
井
巌
市
議

は
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で
、「
総

選
挙
で
多
く
の
政
党
が
消

費
税
減
税
を
掲
げ
た
が
、

２
年
間
限
定
の
食
料
品
ゼ

ロ
は
制
度
混
乱
と
矛
盾
が

多
い
。
今
す
ぐ
一
律
５
％

の
引
き
下
げ
、
そ
し
て
イ

ン
ボ
イ
ス
廃
止
を
」
と
訴

え
ま
し
た
。

市
民
か
ら
、
「
ア
メ
リ

カ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
イ
ラ

ン
へ
の
攻
撃
に
よ
る
、
更

な
る
物
価
高
騰
拡
大
が
心

配
だ
。
戦
争
を
止
め
て
ほ

し
い
」
な
ど
、
不
安
や
要

望
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

鶴
岡
市
の
令
和
７
年
度

の
出
生
数
は
、
３
月

日
31

現
在
４
７
８
人
と
な
り
、

初
め
て
５
０
０
人
を
下
回

り
、

歳
の
半
分
以
下
に

14

な
り
ま
し
た
。

特
に
旧
町
村
の
少
子
化

が
著
し
く
、
平
成
大
合
併

の
弊
害
は
明
ら
か
で
す
。

市
は
新
た
な
学
校
統
廃

合
の
検
討
を
進
め
よ
う
と

し
て
お
り
、
少
子
化
が
加

速
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。

問

藤
島
文
厚
エ
リ
ア
の

在
り
方
で
は
、
武
道
館
は

廃
止
さ
れ
、
児
童
館
も
廃

止
し
、
学
童
保
育
は
学
校

内
で
行
わ
れ
、
子
育
て
支

援
施
設
は
新
設
さ
れ
な

い
。東

田
川
文
化
記
念
館
の

図
書
館
分
館
の
移
転
新
築

は
白
紙
で
、
藤
島
地
区
地

域
活
動
セ
ン
タ
ー
の
改
築

も
な
い
。

特
に
子
育
て
支
援
施
設

は
、
三
川
町
の
テ
オ
ト
ル

や
、
庄
内
町
の
こ
っ
こ
ろ

な
ど
、
な
ぜ
藤
島
に
は
な

い
の
か
と
の
住
民
の
声
が

あ
る
。

藤
島
文
厚
エ
リ
ア
の
期

待
感
が
そ
が
れ
た
の
は
、

義
務
教
育
学
校
整
備
が
巨

額
な
た
め
に
、
財
政
健
全

化
が
優
先
さ
れ
た
た
め
で

は
な
い
か
。

藤
島
庁
舎
支
所
長

藤
島

地
域
と
し
て
は
、
ま
ず
義

務
教
育
学
校
整
備
を
最
優

先
に
進
め
、
周
辺
施
設
に

つ
い
て
は
、
中
長
期
的
、

段
階
的
に
整
理
し
て
い
く

こ
と
が
現
実
的
で
あ
る
。

武
道
館
は
、
学
校
内
に

地
域
開
放
型
の
武
道
場
を

整
備
す
る
計
画
だ
。

藤
島
児
童
館
で
実
施
し

て
い
る
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
は
、
義
務
教
育
学
校
校

舎
と
一
体
的
に
整
備
し
、

安
全
な
放
課
後
の
居
場
所

を
確
保
す
る
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
や
健
全
育
成
事
業

は
、
周
辺
施
設
の
活
用
を

含
め
て
継
続
実
施
を
検
討

し
て
い
く
。

図
書
館
藤
島
分
館
は
、

図
書
館
本
館
が
見
直
し
段

階
で
あ
り
、
市
の
方
針
と

整
合
を
図
り
検
討
し
て
い

く
。地

域
活
動
セ
ン
タ
ー

は
、
老
朽
化
は
し
て
い
る

も
の
の
、
耐
震
基
準
を
満

た
し
て
お
り
、
当
面
は
必

要
な
維
持
管
理
を
行
い
、

活
用
を
継
続
す
る
。

ゾ
ー
ニ
ン
グ
案
で
は
、

将
来
建
て
替
え
と
な
る
場

合
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

学
校
や
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
と
の
動
線
や
、
周
辺
施

設
と
の
相
互
関
係
を
配
慮

す
る
。

義
務
教
育
学
校
の
整
備

に
よ
り
生
じ
る
余
剰
地

は
、
教
育
環
境
の
確
保
を

最
優
先
と
し
、
移
住
・
定

住
促
進
や
、
子
育
て
世
代

に
選
ば
れ
る
土
地
利
用
の

可
能
性
に
主
眼
を
置
き
、

検
討
し
て
い
く
。

文
厚
エ
リ
ア
の
期
待
感
が
そ
が
れ
た

消
費
税
廃
止
田
川
地
区

各
界
連
絡
会
に
よ
る
「
消

費
税
５
％
減
税
と
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
廃
止
を
求
め
る

国
会
請
願
署
名
行
動
」
が

１
日
、
生
協
こ
ぴ
あ
前
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
消
費
税
が
導


